
エキスパート４ 「四日市ぜんそく」 

 

四日市ぜんそくの概要 

 三重県四日市市では、1959 年から大規模な石油コンビナート操業を開始し、その翌年

から周辺にぜんそくの症状を訴える人が多くなり、呼吸器系の病気で死ぬ人が増えていき

ました。 

 工場の排煙に含まれる二酸化硫黄などが呼吸によって体内に入り、呼吸器系の病気を引

き起こしたもので、これが四日市ぜんそくです。 

 たとえ大気が汚れても、少しならばやがては汚染物質も拡散します（自浄作用）。しか

し、四日市ぜんそくでは、コンビナートの煙突から絶え間なく排煙がまき散らされ、煙突

を高くして何とか大気への拡散を促そうとしたのですが、それにも限界があり、住民に多

大な健康被害が生じてしまいました。 

 その後、国が法的規制を強め、脱硫装置（硫黄分を取り除く装置）の設置を義務づける

などして、ようやく状況が改善し始め、いまではきれいな空が戻っています。 

 

引用 教科書Ｐ９６ １．四日市ぜんそく（大気汚染の例） 

 

四日市公害訴訟 

1967 年、磯津地区の患者が、第 1 コンビナートの 6社を相手に民事訴訟を起こし、国

内初の公害関連裁判「四日市公害訴訟」へと発展していった。5 年後の 1972 年には、原

告患者側が勝訴し、被告企業の不法行為及び、行政による公害対策の不十分さを指摘され

た。当訴訟で危機感を覚えた地方行政と民間企業は、それぞれが大気汚染防止策を講じる

責任があると認識し、公害問題克服の為、さまざまな対策を練り始めた。これが、のち

に、国や他の地方自治体が環境保全対策を進める際の基準・指針となり大きな影響を与え

た。 

 

公害防止策の歩み 

（1）ばい煙規制法（1966 年）（2）公害対策基本法（1967 年） 

（3）大気汚染防止法（1968 年）（4）大気汚染総量規制（1972 年） 

「大気汚染総量規制」には、地方行政が直接規制を実施でき、公害問題の解決において強

力で大きな効果が得られるという、2 つのそれまでにない斬新な特徴があったので、長期

にわたり大気汚染に悩まされてきた地域にとっては、非常に魅力的であった。 

のちに、この方式は、国レベルの規制に盛り込まれたのだが、その一例として、「大

気汚染防止法」の下で、硫黄酸化物（SOx）及び窒素酸化物（NOx）の排出量規制に適用さ

れた。また、より少ない硫黄分を含む高品質の燃料使用及び、排煙の脱硫工程の導入な

ど、さまざまな規制措置をとるよう民間企業に促す指針であったために、企業側はそれに

即して整備を進め、大気汚染は徐々に改善された。 

 

引用 公益財団法人 国際環境技術移転センターホームページ 四日市公害を知ろう 

 

 

 

 

 

 

 

著作権の関係から表示しません。 

教科書Ｐ９６ １．四日市ぜんそく（大気汚染の例） 

著作権の関係から表示しません。下記をご参照ください。 

公益財団法人 国際環境技術移転センターホームページ 四日市公害を知ろう 

著作権の関係から表示しません。 

下記ホームページでご確認ください。 

公益財団法人 国際環境技術移転センターホームページ 四日市公害を知ろう 

http://www.icett.or.jp/yokkaichi/ 



左側の文書を読み、「四日市ぜんそく」について理解を深めよう。 

 

問１ 汚染源はどこですか。 

 

 

 

 

問２ 汚染物質は何ですか。 

 

 

 

 

問３ どのような対策がなされましたか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問４ 四日市ぜんそくのような公害を二度と発生させないためにどうしたらよいと思 

いますか。（次のグループ学習での発表資料となります。） 

 

 

 

 

 

 

 


